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令和5年度の決算審査を10月3日・8日・11日に開催。

その結果、各会計ともに適正に執行されていると認められ

12月5日の本会議にて認定されました。

●ホームページリニューアル及び保守事業費………………………………………… 1434万円

●消防広田出張所用地購入費

　……………………………… 1424万円
●女性消防団備品購入費

　………………………………… 585万円

●能登半島災害派遣費（職員6人）

　………………………………… 143万円
●ふるさと納税推進費

　……………………………… 4926万円

財政状況を
チェック

決算特別委員会

令和5年度の主な事業を振り返ってみました

とべ議会だより
令和 7年 2月 1日発行 （2）



●POSレジ導入費（町民課）

　………………………………… 246万円
●遺族援護事業費（戦没者追悼式）

　…………………………………… 27万円

●ファミリーサポートセンター事業費

　…………………………………… 90万円

●中予5市町物産展（大分・広島）

　…………………………………… 61万円
●六次産業化支援事業費

　………………………………… 351万円

●保健センター改修工事費

　……………………………… 2896万円

●農地整備事業費（支障木撤去）………………………………………………………… 1999万円

着
工
前

完
成

七
折
小
梅
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

とべ議会だより
令和 7年 2月 1日発行（3）



　12月5日から13日までの9日間開催し、決算認定8件、承認1件、
報告1件、組合規約変更1件、事務組合の財産処分1件、指定管理
者の指定4件、条例の制定1件、条例の一部改正3件、補正予算6件
（一般会計・国民健康保険事業会計・水道事業会計など）を可決。

補正予算の主なもの

12月12月
定例会定例会

●大南商店会街路灯撤去補助金（87基） 

　…………………………………500万円
●集会所整備事業費補助金3施設

　（シロアリ被害ほか）……………… 49万円

●教育寮トベリエ関係経費 

　…………………………………675万円

●土地改良事業費（永立寺川河川改修） 

　…………………………………500万円
●災害復旧工事費（4か所）

　………………………………4200万円

●町道宮内上組線改良費 

　…………………………………727万円

4億5434万円の補正予算を計上

国道西側水路
からの流入 永立寺川

永立寺川東側
の農地へ流出

町道久保田万年線

もうすぐ完成

とべ議会だより
令和 7年 2月 1日発行 （4）



指定管理者の指定について

文化会館 おもしろ自転車広場（ゆとり公園）

◦ �文化会館及び図書館
Q. �現在の指定管理者からなぜ変わったのか？

◦ �陶街道ゆとり公園及び田ノ浦町民広場
Q. �指定管理料は5年間同額ではないのか? A. �収入・支出の関係で金額が変わっていく。

A. �応募してこなかったため。

教師用教科書及び指導書について

Q. �購入費増額の理由は? A. �小学校は学級数の増。中学校は令和7年
度から教科書が新しくなる。

結婚新生活支援事業補助金について

Q. �増額になった理由は？ A. �対象者の増加
２０世帯⇒３０世帯に。

小学校修繕費について

Q. �宮内小学校では先日、駐車している車
に網戸が落下する事故があったが、今
回の修繕と関係あるのか?

A. �関係はなく、窓落下防止用の留め具修
繕70か所。

教室と廊下の間の窓

とべ議会だより
令和 7年 2月 1日発行（5）

厚生文教常任委員会審査



令和６年度下水道事業会計補正予算について

指定管理者の指定について

Ｑ. �峡の館及び交流ふるさと研修の宿の指
定管理者となるスイートバジル（株）は、
峡の館5年間、研修の宿15年間の実績
があるが、売上高は?

峡の館 ふるさと研修の宿

A. �峡の館はコロナ前1100万円だったの
が、直近は微減の900万円、研修の宿は
宿泊客が激減した時期もあったが、コロ
ナ前と同程度300万円まで戻している。

（株）グリーンキーパーについて

A. �作業員４人・事務員１人体制で、作業員が
充足しているかは仕事量にもよる。

Ｑ. 現在の人員で業務は回っているのか？

Ｑ. �支払利息は増額、元金償還金は減額補
正になるが、金利及び契約条件は?

A. �平成20年・25年・30年に借り入れた政
府資金の利率が0.002％から0.5％に変
更となった。固定金利ではなく5年ごと
に率の見直しを行っている。

完成予想図

Ｑ. �運営委員会の委員は「町長が認めた者」
とあるが、寮生は含まれるのか？

A. �寮費等の調査審議が想定されるため、利害
関係者が委員に入るのは不適切と考える。

松山南高等学校砥部分校教育寮設置条例の制定について

とべ議会だより
令和 7年 2月 1日発行 （6）

総務産業建設委員会審査



　
岡

　
今
の
異
常
な
線
状
降
水

帯
の
よ
う
な
す
ご
い
雨
が

降
っ
た
場
合
は
、
川
の
堤

防
を
越
え
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
抜
本
的
に
山

の
岩
を
砕
い
て
つ
く
る
砂

利
も
川
の
床
に
溜
ま
っ
た

砂
利
を
使
う
の
も
同
じ

で
、
重
信
橋
の
辺
り
で
あ

れ
ば
、
無
駄
も
な
く
、
有

効
に
使
え
る
と
思
う
。
川

の
底
ま
で
下
が
る
く
ら
い

取
っ
て
は
ど
う
か
国
土
交

通
省
に
お
願
い
し
て
ほ
し

い
。町

長

　
河
川
と
い
う
の
は
水
の

通
る
河
床
断
面
が
あ
る
。

現
在
の
重
信
川
は
、
河
床

が
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
国
土
交
通
省

に
協
議
す
る
と
余
り
上

が
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
河
床
を

下
げ
る
と
い
う
こ
と
は
堤

防
の
補
強
に
は
な
ら
ず
、

十
分
に
専
門
家
の
方
が
検

討
し
た
上
で
河
道
の
確
保

が
な
さ
れ
て
い
る
。

重信川の砂利採取の復活を

町長／国に対策を要望にし

岡
おか

　利
とし

昌
まさ

　議員

　
な
お
、
指
摘
の
あ
っ
た

箇
所
は
、
今
回
は
指
定
さ

れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、

公
募
の
指
定
を
含
め
、
国

に
対
策
の
要
望
を
行
う
と

と
も
に
、
国
と
連
携
し
、

重
信
川
の
治
水
対
策
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

　
岡

　
豪
雨
が
頻
発
し
て
、
上

流
か
ら
運
ば
れ
る
土
砂
が

想
定
以
上
に
増
え
、
堆
積

し
て
い
る
。

　
思
い
だ
さ
れ
る
の
が
河

川
の
砂
利
採
取
で
、
昭
和

30
年
代
に
は
重
信
川
で
も

業
者
が
営
業
用
に
砂
利
を

採
取
し
て
い
た
時
期
が

あ
っ
た
。
河
床
掘
削
に
よ

る
洪
水
防
止
、
資
源
の
有

効
活
用
に
も
な
る
重
信
川

の
砂
利
採
取
を
復
活
す
る

よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か

け
て
は
ど
う
か
。

町
長

　

砂
利
採
取
に
つ
い
て

は
、
河
川
法
と
砂
利
採
取

法
の
許
認
可
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
国

土
交
通
省
松
山
河
川
国
道

事
務
所
で
は
、
河
床
掘
削

工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
を
図

る
観
点
か
ら
、
重
信
川
水

系
に
お
い
て
指
定
す
る
場

所
で
、
工
事
の
代
行
を
条

件
と
し
た
砂
利
等
の
採
取

希
望
者
を
公
募
す
る
試
み

を
実
施
し
て
い
る
が
、
応

募
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

重信橋と重信川

とべ議会だより
令和 7年 2月 1日発行（7）

一 般 質 問



一 般 質 問

公共下水道事業の現状は

町長／接続率は67.2%

砥部浄化センター（八倉）

町
長
／
希
望
が
あ
れ
ば
対
応

教
育
寮
に
在
校
生
の
入
寮
を

佐
々
木

　
公
共
下
水
道
事
業
に
つ

い
て
、

①�

最
新
の
接
続
率
、
区
域

内
で
未
接
続
の
理
由

は
。

②�

宅
内
に
公
共
桝
を
設
置

し
て
い
て
も
、
下
水
道

管
に
接
続
し
て
い
な
い

家
庭
や
事
業
所
は
あ
る

の
か
。
あ
れ
ば
そ
の
理

由
は
。

③�

今
後
事
業
を
進
め
て
い

く
上
で
留
意
す
べ
き
こ

と
は
。

町
長

①�

令
和
５
年
度
末
現
在
で

67
・
2
％
。
高
齢
世
帯

の
費
用
負
担
が
困
難

で
、
ま
た
既
存
の
家
屋

の
築
年
数
や
浄
化
槽
が

使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
経
済
面
で
の
要

因
が
主
と
な
っ
て
い

る
。

②�

直
近
の
調
査
で
は
５
０

５
件
。
既
存
の
浄
化
槽

が
使
用
可
能
で
、
ま
た

建
て
替
え
、
売
買
の
予

定
が
あ
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
。

佐
々
木

　
令
和
7
年
4
月
か
ら
運

用
が
始
ま
る
、
松
山
南
高

砥
部
分
校
教
育
寮
ト
ベ
リ

エ
に
、
施
設
の
有
効
活
用

と
し
て
、
在
校
生
が
入
寮

す
る
こ
と
は
で
き
る
の

か
。町

長

　
現
在
、
町
内
で
一
人
暮

佐
さ

々
さ

木
き

　隆
たか

雄
お

　議員

③�

工
事
費
の
助
成
を
検
討

し
、
住
環
境
の
改
善
が

図
れ
る
な
ど
周
知
を
し

て
い
き
た
い
。

佐
々
木

　
公
共
下
水
道
事
業
経
営

戦
略
の
中
に
、
下
水
道
料

金
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は

当
面
考
え
て
な
い
と
あ
る

が
、
現
状
で
は
値
上
げ
は

な
い
と
い
う
こ
と
か
。

町
長

　
将
来
の
負
担
を
考
え
て

妥
当
な
料
金
に
し
て
い

る
。
今
す
ぐ
上
げ
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

ら
し
を
し
て
い
る
1
、
2

年
生
は
5
人
で
あ
り
、
調

査
の
結
果
、
入
寮
希
望
と

の
回
答
を
得
た
4
人
を
受

け
入
れ
る
予
定
で
あ
る
。

佐
々
木

　
通
学
時
間
が
1
時
間
半

を
超
え
る
よ
う
な
遠
距
離

通
学
を
し
て
い
る
生
徒
か

ら
も
、
空
き
が
あ
れ
ば
入

寮
し
た
い
と
い
う
生
徒
に

対
し
て
の
対
応
は
。

地
域
振
興
課
長

　
今
回
、
規
定
し
て
い
る

の
は
、
来
年
度
新
規
に
入

ら
れ
る
1
年
生
の
基
準
で

あ
る
。
来
年
度
に
2
、
3

年
生
に
な
る
在
校
生
に
つ

い
て
も
希
望
が
あ
れ
ば
入

寮
し
て
い
た
だ
き
、
施
設

の
有
効
活
用
を
し
て
い
き

た
い
。

町
長
／
助
成
を
検
討

電
気
自
動
車
購
入
へ
の
補
助
は

佐
々
木

　
愛
媛
県
で
は
、
家
庭
で

の
電
気
自
動
車
普
及
拡
大

を
図
る
た
め
、
市
町
が
実

施
す
る
購
入
補
助
に
対
し

て
間
接
補
助
を
し
て
い

る
。
令
和
6
年
6
月
末
時

点
で
13
市
町
が

実
施
し
て
お

り
、
町
民
か
ら

も
要
望
が
あ

る
。
電
気
自
動

車
の
普
及
拡
大

に
つ
い
て
の
考

え
は
。

町
長

　
電
気
自
動
車
購

入
補
助
の
広
ま
り

を
受
け
、
更
な
る

C
O
2
排
出
削
減

と
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

愛
媛
県

市
町

個
人（
E
V
を
購
入
）

③

②

①事
業
の
イ
メ
ー
ジ

とべ議会だより
令和 7年 2月 1日発行 （8）



歴史情報発信による
更なる発展を

町長／民間レベルでの交流促進

柿
本

　
町
は
台
湾
新
北
市
鶯
歌

区
と
国
際
交
流
覚
書
を
締

結
し
、
今
後
、
相
互
交
流

が
始
ま
る
。
約
百
年
前
、

砥
部
か
ら
陶
工
が
派
遣
さ

れ
、
窯
業
の
近
代
化
が
図

ら
れ
た
歴
史
や
江
戸
時
代

か
ら
陶
石
を
水
車
で
砕
い

て
砥
部
焼
の
原
料
の
生
産

を
担
っ
て
き
た
坪
内
家
な

ど
、
歴
史
的
経
緯
を
情
報

発
信
し
、
両
者
の
発
展
に

つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

町
長

　
鶯
歌
区
と
の
国
際
交
流

覚
書
に
つ
い
て
は
、
松
山

南
高
等
学
校
砥
部
分
校
と

鶯
歌
高
級
工
商
職
業
学
校

と
の
姉
妹
校
提
携
に
始
ま

り
、
砥
部
焼
と
鶯
歌
焼
関

係
者
と
の
交
流
を
経
て
、

こ
の
た
び
締
結
に
至
っ
て

い
る
。今
後
に
つ
い
て
は
、

本
覚
書
に
基
づ
き
、
窯
業

や
観
光
、
教
育
、
文
化
な

ど
の
幅
広
い
分
野
に
お
い

て
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交

流
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
相
互
理
解
を
深
め
な

が
ら
、
両
自
治
体
の
更
な

る
繁
栄
と
発
展
に
向
け

て
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

砥
部
焼
と
の
歴
史
的
背
景

を
含
め
、
町
内
外
に
向
け

て
、
様
々
な
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

柿
本

　
近
年
、
猛
暑
が
続
い
て

い
る
。
体
育
館
は
通
気
性

が
悪
く
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

授
業
、
練
習
、
試
合
な
ど

激
し
い
運
動
で
熱
中
症
の

リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

る
。
低
コ
ス
ト
・
高
効
率

な
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
が

最
適
な
対
策
で
、
特
別
な

電
気
工
事
も
必
要
な
く
、

キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
で
好
き

な
場
所
に
移
動
が
で
き

る
。
来
年
の
夏
ま
で
に
町

有
７
か
所
の
体
育
館
へ
導

入
の
考
え
は
。

教
育
長

　
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
導

入
に
関
し
て
は
、
多
額
の

費
用
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
将
来
の
課
題
と
し
て

検
討
す
る
こ
と
を
、
昨
年

の
一
般
質
問
で
答
弁
し
た

が
、
近
年
の
異
常
と
も
い

え
る
気
象
状
況
か
ら
何
ら

か
の
対
策
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
学

校
の
体
育
館
、
中
央
公
民

館
及
び
陶
街
道
ゆ
と
り
公

園
の
体
育
館
に
、
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。

柿
本

　
小
学
校
の
体
育
館
と
ゆ

と
り
公
園
の
体
育
館
で
は

延
べ
床
面
積
の
違
い
に
よ

り
、
設
置
台
数
の
違
い
が

柿
かき

本
もと

　正
ただし

　　議員

鶯歌高級工商職業学校 覚書締結式

スポットクーラー

教
育
長
／
検
討
中

全
体
育
館
へ
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
導
入
を

出
て
く
る
と
思
う
が
、
来

年
度
の
当
初
予
算
に
計
上

し
な
い
と
間
に
合
わ
な
い

と
思
う
。

教
育
長

　
当
初
予
算
の
編
成
時
期

で
あ
る
の
で
、
設
置
台
数

に
つ
い
て
は
、
そ
の
場
で

議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

併
せ
て
、
電
気
容
量
も
関

係
す
る
の
で
、
検
討
し
て

い
る
。

とべ議会だより
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一 般 質 問

町
長
／
紙
と
デ
ジ
タ
ル
で
検
討

オ
リ
ジ
ナ
ル
命
名
書
の

　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

髙
橋

　
多
忙
な
朝
、
学
校
へ
の

欠
席
や
遅
刻
な
ど
の
連
絡

は
電
話
が
主
な
手
段
で
あ

る
。
電
話
を
か
け
て
も
つ

な
が
る
と
は
限
ら
ず
負
担

を
感
じ
て
い
る
保
護
者
は

多
い
。
教
員
の
働
き
方
改

革
と
保
護
者
の
負
担
軽

減
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

よ
る
経
費
削
減
、
子
ど
も

か
ら
保
護
者
へ
の
連
絡
忘

れ
防
止
な
ど
の
効
果
が
見

込
め
、
様
々
な
機
能
を
備

え
た
ス
マ
ホ
活
用
の
学
校

連
絡
ア
プ
リ
を
導
入
し
て

は
。教

育
長

　
教
職
員
の
負
担
軽
減
や

業
務
改
善
等
の
た
め
、
出

欠
の
連
絡
、
学
校
か
ら
の

お
知
ら
せ
及
び
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
を
、
現
在
導

入
し
て
い
る
ア
プ
リ
を
活

用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。
運
用
に
当
た
っ
て

は
、
学
校
と
保
護
者
が
大

切
な
こ
と
は
し
っ
か
り
伝

え
合
っ
て
意
思
の
疎
通
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
、
必

要
に
応
じ
て
電
話
も
活
用

高
たか

橋
はし

　久
く

美
み

　議員

し
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ

ル
を
使
い
分
け
て
対
応
し

た
い
。

髙
橋

①�

現
在
の
ア
プ
リ
の
内
容

は
。

②�

保
護
者
の
携
帯
と
の
連

動
は
。

③
費
用
や
利
便
性
は
。

学
校
教
育
課
長

①�

児
童
生
徒
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
あ

る
機
能
を
活
用
。

②�

子
ど
も
の
ア
カ
ウ

ン
ト
を
利
用
し
て

保
護
者
に
も
そ
れ

ぞ
れ
ア
カ
ウ
ン
ト

を
設
定
す
る
。
携

帯
や
パ
ソ
コ
ン
等

で
も
利
用
で
き
る
。

③�

ア
プ
リ
の
一
部
機

能
利
用
で
費
用
は

か
か
ら
な
い
。
実

際
に
使
い
な
が
ら

利
便
性
を
考
え
た

対
応
を
検
討
。

髙
橋

　
幼
稚
園
、
保
育
所
、

こ
ど
も
園
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
へ

の
導
入
は
。

子
育
て
支
援
課
長

　
砥
部
こ
ど
も
園
、
宮
内

幼
稚
園
、
麻
生
保
育
所
に

登
園
管
理
や
保
育
日
誌
を

つ
け
ら
れ
る
ア
プ
リ
を
令

和
7
年
1
月
か
ら
本
格
導

入
す
る
。
児
童
ク
ラ
ブ
は

学
校
で
の
導
入
の
進
捗
状

況
に
よ
り
連
携
し
て
い

く
。

髙
橋

　
先
進
自
治
体
で
好
評
な

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
祝
う

オ
リ
ジ
ナ
ル
命
名
書
は
、

名
前
や
生
年
月
日
、身
長・

体
重
が
印
刷
さ
れ
、
デ
ザ

イ
ン
も
様
々
で
あ
る
。
申

込
期
間
は
1
歳
の
誕
生
日

ま
で
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

だ
が
、
出
生
時
に
申
し
込

め
ば
そ
の
場
で
配
布
さ
れ

る
。
本
町
で
も
子
育
て
世

帯
に
エ
ー
ル
を
送
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
命
名
書
を
作
成

し
、
配
布
し
て
は
。

町
長

　

命
名
書
の
作
成
に
つ

い
て
は
、
家
庭
行
事
と

し
て
伝
統
的
な
形
式
の

も
の
、
民
間
企
業
の
デ

ザ
イ
ン
性
豊
か
な
も
の

が
あ
る
。
本
町
で
は
、

結
婚
応
援
事
業
の
一
環

学校連絡アプリの導入を

教育長／現在導入のアプリ機能を活用

と
し
て
、
砥
部
焼
の
出
生

記
念
品
の
贈
呈
を
行
っ
て

い
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
命
名

書
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
皆
様
か
ら

の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
検

討
す
る
。

髙
橋

　
T
シ
ャ
ツ
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
様
々
に

活
用
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
の

命
名
書
を
加
え
て
は
ど
う

か
。町

長

　
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
命
名

書
を
担
当
課
で
十
分
検
討

す
る
。

学校連絡アプリのイメージ

（東かがわ市）

オ
リ
ジ
ナ
ル
命
名
書

とべ議会だより
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町
長
／
新
た
な
返
礼
品
の
開
発
や
導
入
に
取
り
組
む

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
は

日
ひ

野
の

　恵
けい

司
じ

　議員

日
野

　
高
齢
者
雇
用
の
増
加
な

ど
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
に
よ
り
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
わ
る
機

会
や
時
間
が
減
少
し
て
い

る
。
公
私
の
中
間
的
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
こ

れ
ま
で
相
互
扶
助
や
伝
統

文
化
の
維
持
・
地
域
課
題

等
の
意
見
調
整
の
役
割
を

担
っ
て
き
た
が
、
負
担
が

大
き
く
担
い
手
不
足
に
拍

車
を
か
け
て
い

る
。
今
後
の
活

動
を
推
進
し
て

い
く
た
め
の
具

体
的
な
取
り
組

み
は
。

町
長

　

人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
を

は
じ
め
、
地
域

行
事
等
へ
の
参

加
者
の
減
少
や

固
定
化
、
役
員

の
な
り
手
不

足
、
さ
ら
に
は

情
報
化
社
会
に

よ
る
若
者
の
自

治
会
離
れ
な

地域コミュニティの希薄化は

町長／自治会加入マニュアルの配布

ど
、
地
域
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
本
町
で
は
4
月
に
区

長
会
に
お
い
て
自
治
会
加

入
促
進
部
会
が
設
立
さ
れ

12
月
に
自
治
会
加
入
促
進

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
配
布
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て

快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
実
現
を
目
指
す
。

日
野

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
平
成

20
年
に
税
制
改
正
に
よ
り

導
入
さ
れ
た
制
度
で
、
で

き
た
背
景
に
は
大
き
く
分

け
て
2
つ
の
目
的
が
あ

る
。
①
地
方
創
生
と
地
域

活
性
化
②
納
税
者
の
選
択

の
自
由
と
地
域
へ
の
貢
献

で
あ
る
。
本
町
に
お
い
て

は
令
和
4
・
5
年
は

9
5
0
0
万
前
後
の
寄
附

金
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

税
収
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
中
、
今
後
の
目
標
金
額

と
取
組
内
容
は
。

町
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
お
け
る

貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
地
域
振

興
課
に
ふ
る
さ
と
創
生
係

を
設
置
し
、
目
標
金
額
1

億
1
0
0
0
万
の
達
成
に

向
け
、
順
調
に
寄
附
額
が

伸
び
て
い
る
。
全
国
的
に

返
礼
品
競
争
が
過
熱
し
、

大
幅
な
寄
附
額
の
増
加
は

望
め
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
本
町
に
お
い
て
も

砥
部
焼
や
、
柑
橘
・
七
折

小
梅
な
ど
全
国
的
に
誇
れ

る
地
場
産
品
を
活
用
し
て

い
る
が
、
さ
ら
に
砥
部
焼

ま
つ
り
で
導
入
し
た
電
子

ク
ー
ポ
ン
や
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
、

体
験
型
の
新
た
な
返
礼
品

の
開
発
・
導
入
に
取
り
組

む
。日

野

　
返
礼
品
の
経
費
と
し
て

寄
附
金
額
の
半
分
が
必
要

と
な
る
が
、
町
民
が
町
外

に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た

場
合
、
所
得
税
や
住
民
税

の
控
除
が
あ
る
が
、
令
和

5
年
度
の
件
数
と
控
除
額

は
。

税
務
課
長

　
令
和
5
年
分
の
町
内
で

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
税

額
控
除
を
受
け
た
人
は

7
5
5
人
で
、
町
民
税
の

減
収
額
は
2
1
2
3
万

7
0
0
0
円
と
な
る
。

返礼品ランキング（金額順）
1位 紅まどんな 3L 〜 L（赤秀限定）

2 位 紅まどんな 3L 〜 L

3 位 紅まどんな（青秀）

4 位 せとか 3L 〜 L（ハウス）

5 位 せとか 2L 〜M（露地）
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再生紙を使用しています

　
巳
年
の
幕
開
け
と
と
も
に
、新
し
い
時
代
が
動

き
出
す
年
に
な
り
そ
う
で
す
。2
月
に
は
新
し
い

議
員
の
誕
生
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、政
治
の
動
き

に
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。読
者
の
皆
様
と
と
も
に

変
化
の
年
を
歩
ん
で
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
改
選
に
伴
い
、今
期
委
員
で
の
編
集
は
最
後
と

な
り
ま
し
た
が
、1
年
間
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
委
員　
日
野
惠
司

編

集

後

記

本会議 委員会
傍聴してみませんか

議会本会議をライブ中継しています。
砥部町ホームページからご覧ください。

https://www.town.tobe.ehime.jp/

3月
定例会
詳しくは議会事務局へ

☎962-2248

　
香
川
大
学
特
任
教
授
の
金
田
義
行
氏
と
タ
レ
ン
ト
の
西
川
き

よ
し
氏
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

　
山
口
元
之
議
員
が
20
年
の
永
き
に
わ
た
る
地
方
自
治
の
振
興

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

第
62
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

令
和
６
年
10
月
31
日　
香
川
県
高
松
市
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